
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

一

八

号

日
銀
の
政
策
変
更
で
今
後
国
債
の
暴
落
は
起
こ
り
得
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
関
す
る
質
問

主
意
書

提

出

者

福

田

昭

夫
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日
銀
の
政
策
変
更
で
今
後
国
債
の
暴
落
は
起
こ
り
得
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
関
す
る
質
問

主
意
書

異
次
元
の
金
融
緩
和
で
日
銀
が
刷
っ
た
お
金
で
国
債
を
大
規
模
に
買
う
だ
け
で
、
円
安
が
進
み
日
本
経
済
は
デ
フ
レ
か
ら
脱

却
で
き
る
と
い
う
考
え
が
間
違
い
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
日
銀
は
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
が
、
年
約
八
十

兆
円
に
相
当
す
る
ペ
ー
ス
で
増
え
る
よ
う
国
債
購
入
等
を
行
っ
て
い
た
が
、
政
府
の
思
惑
と
は
逆
に
円
高
に
向
か
い
、
輸
出
企

業
の
業
績
悪
化
の
懸
念
が
高
ま
り
、
経
済
の
悪
循
環
が
始
ま
っ
て
い
た
。
物
価
下
落
も
あ
り
、
二
年
間
で
二
％
の
イ
ン
フ
レ
率

を
達
成
す
る
と
い
う
目
標
は
完
全
に
失
敗
に
終
わ
り
、
デ
フ
レ
脱
却
に
関
し
て
は
全
く
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。
日
銀
は
、

九
月
二
十
一
日
、
金
融
緩
和
の
目
標
を
、
長
期
金
利
を
〇
％
程
度
と
す
る
金
利
目
標
に
変
更
し
た
。
出
口
戦
略
の
第
一
歩
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
景
気
回
復
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
八
月
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
二
十
八
兆
円
の
経

済
対
策
に
関
し
て
は
、
誰
も
が
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
押
し
上
げ
る
効
果
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
問
題
は
経
済
対
策
の
規
模
が
十
分

で
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
た
、
前
回
の
質
問
主
意
書
（
第
百
九
十
回
国
会
提
出
の
質
問
第
二
五
五
号
）
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
〇
第
二

五
五
号
、
以
下
答
弁
書
と
い
う
）
に
関
し
て
も
質
問
す
る
。

一



一

長
期
金
利
を
〇
％
程
度
と
す
る
金
利
目
標
は
、
国
債
価
格
支
持
政
策
で
あ
り
、
日
銀
が
指
定
す
る
利
回
り
で
国
債
を
買
い

入
れ
る
「
指
し
値
オ
ペ
」
な
ど
で
実
現
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
債
の
暴
落
は
起
こ
り
得
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
が
同
意
す

る
か
。

二

答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
九
〇
第
一
七
四
号
）
の
八
に
つ
い
て
で
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
は
我
が
国
の
経
済
・
財
政
状
況
に

お
い
て
は
発
生
し
な
い
と
断
言
さ
れ
た
。
国
債
暴
落
も
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
も
起
こ
り
え
な
い
状
況
に
な
っ
た
現
在
、
こ
れ

ら
を
防
ぐ
た
め
に
導
入
さ
れ
た
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
は
有
害
無
益
な
目
標
に
な
っ
た
と
考
え
る
が
同
意
す
る
か
。
ま

た
デ
フ
レ
脱
却
ま
で
は
財
政
規
律
を
守
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
が
同
意
す
る
か
。

三

例
え
ば
日
経
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
日
本
経
済
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
四
十
二
人
（
機
関
）
に
よ
る
予
測
の
平
均
で
は
、
二
十
八

兆
円
の
経
済
対
策
を
織
り
込
ん
で
も
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
は
二
〇
一
六
年
度
で
〇
�
六
七
％
、
二
〇
一
七
年
度
で
〇
�
九
四

％
、
二
〇
一
八
年
度
で
〇
�
九
二
％
に
過
ぎ
ず
世
界
的
に
も
日
本
の
低
成
長
が
際
立
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、

更
に
厳
し
い
見
方
を
し
て
い
る
。
政
府
目
標
の
二
％
成
長
を
大
き
く
下
回
る
し
、
二
〇
二
〇
年
頃
Ｇ
Ｄ
Ｐ
六
〇
〇
兆
円
は
と

て
も
無
理
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
政
府
目
標
が
達
成
で
き
る
程
度
に
ま
で
経
済
対
策
の
規
模
を
拡
大
し
た
ら
ど
う
か
。

四

政
府
は
国
の
借
金
が
一
〇
〇
〇
兆
円
を
超
え
て
い
る
事
を
気
に
し
て
、
国
債
発
行
の
規
模
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
思

二



わ
れ
る
が
、
内
閣
府
が
二
〇
一
〇
年
八
月
に
発
表
し
た
乗
数
に
よ
れ
ば
、
国
債
の
発
行
を
増
や
せ
ば
増
や
す
ほ
ど
、
国
の
借

金
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
減
っ
て
行
く
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
国
の
借
金
は
減
る
の
だ
か
ら
心
配
し
な
く
て
良
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
乗
数
の
計
算
で
は
、
国
債
増
発
で
金
利
は
上
昇
す
る
と
仮
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
長
期
金
利
は
上
昇
し
な
い
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
国
の
借
金
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
さ
ら
に
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
が
同
意
す
る
か
。
金
利
固
定
の
場
合
の

乗
数
は
一
刻
も
早
く
発
表
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
同
意
す
る
か
。

五

答
弁
書
の
八
に
つ
い
て
で
は
、
累
増
が
見
込
ま
れ
る
の
は
国
の
債
務
残
高
で
あ
っ
て
、
国
の
債
務
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
な

い
と
答
弁
の
間
違
い
が
訂
正
さ
れ
た
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

六

日
銀
は
国
債
を
大
量
に
保
有
し
て
い
る
。
政
府
と
日
銀
を
統
合
政
府
と
考
え
連
結
さ
せ
て
財
政
を
考
え
る
な
ら
、
日
銀
が

保
有
し
て
い
る
国
債
は
も
は
や
国
の
借
金
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

七

そ
れ
で
も
国
の
借
金
を
気
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
銀
が
保
有
す
る
国
債
が
償
還
期
限
を
迎
え
た
時
、
借
換
債
と
し
て
、

無
利
子
・
無
期
限
の
も
の
に
コ
ン
バ
ー
ト
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
返
済
義
務
が
な
く
な
り
、
こ
れ
は
完

全
に
国
の
借
金
で
は
な
く
な
る
。
景
気
が
回
復
し
日
銀
が
無
利
子
・
無
期
限
の
国
債
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、

政
府
が
買
い
戻
せ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

三



八

内
閣
府
の
行
っ
て
い
る
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
に
よ
る
と
、
毎
年
長
期
金
利
は
急
騰
す
る
と
予
測
し
て
い
て

下
が
る
と
予
測
し
た
年
は
一
度
も
な
い
が
現
実
は
ジ
ワ
ジ
ワ
下
が
り
続
け
て
い
る
。
例
え
ば
今
年
七
月
二
十
六
日
に
出
さ
れ

た
試
算
（
以
下
試
算
と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、
長
期
金
利
は
二
〇
一
六
年
度
〇
�
三
％
、
二
〇
一
七
年
度
〇
�
八
％
、
二
〇
一

八
年
度
一
�
七
％
、
二
〇
一
九
年
度
二
�
七
％
、
二
〇
二
〇
年
度
三
�
四
％
、
二
〇
二
一
年
度
三
�
八
％
、
二
〇
二
二
年
度

四
�
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
十
数
年
間
、
実
際
の
金
利
低
下
の
傾
向
を
一
度
も
予
測
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
内
閣
府
の

能
力
不
足
で
あ
り
内
閣
府
は
国
民
の
税
金
を
使
っ
て
試
算
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
今
後
長
期
金
利

は
〇
％
程
度
に
維
持
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
試
算
は
現
実
離
れ
し
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

九

試
算
は
直
ち
に
や
り
直
し
て
発
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
明
ら
か
だ
。
こ
の
モ
デ
ル
で
長
期
金
利
を
〇
％
に
固
定

し
他
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
変
え
ず
に
や
り
直
せ
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
物
価
も
税
収
も
か

な
り
押
し
上
げ
ら
れ
国
債
費
は
押
し
下
げ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
財
政
収
支
も
改
善
す
る
は
ず
だ
と
思
う
が
同
意
す
る

か
。
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
ら
こ
の
モ
デ
ル
は
経
済
を
正
し
く
記
述
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
同
意
す
る
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
直
ち
に
試
算
を
や
り
直
し
て
発
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

十

長
期
金
利
を
〇
％
程
度
に
維
持
す
る
政
策
は
イ
ン
フ
レ
率
が
二
％
を
安
定
的
に
超
え
る
ま
で
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
も

四



長
期
金
利
が
暴
騰
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
国
債
暴
落
と
い
う
将
来
不
安
が
日
本
人
を
節
約
志
向
に
さ
せ

消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
国
の
国
債
価
格
支
持
政
策
の
意
味
が
深
く
理
解
さ
れ
れ
ば
、
国
民
に
安
心

感
を
与
え
、
過
度
な
節
約
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
デ
フ
レ
脱
却
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
と
考
え
る
が
同
意
す

る
か
。

十
一

日
銀
は
価
格
が
変
動
す
る
有
価
証
券
を
四
二
二
�
五
兆
円
保
有
し
て
い
る
。
一
方
で
保
有
資
産
の
損
失
に
対
す
る
備
え

と
し
て

引
当
金

四
�
五
兆
円
（
負
債
の
部
）

準
備
金

三
�
二
兆
円
（
以
上
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
日
現
在
。
日
銀
営
業
旬
報
よ
り
）
（
純
資
産
の
部
）

利
益
余
剰
金

〇
�
四
兆
円
（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
。
日
銀
財
務
諸
表
よ
り
）
（
純
資
産
の
部
）

の
計
約
八
兆
円
を
保
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
僅
か
一
�
九
％
の
価
格
変
動
で
債
務
超
過
に
な
る
。
こ
れ
は
問
題
な
い
と
考
え

る
か
。

十
二

二
〇
一
四
年
度
に
消
費
税
率
は
五
％
か
ら
八
％
に
引
上
げ
ら
れ
た
た
め
に
、
実
質
所
得
も
消
費
も
大
き
く
落
ち
込
み
、

経
済
は
深
刻
な
打
撃
を
受
け
、
未
だ
に
増
税
前
の
水
準
に
回
復
し
て
い
な
い
。
内
閣
府
は
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
四
日
に
消

五



費
増
税
に
よ
る
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
押
し
下
げ
効
果
は
四
年
間
の
合
計
で
僅
か
〇
�
一
％
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
二
〇
一
三
年
度
二
�
〇
％
、
二
〇
一
四
年
度
マ
イ
ナ
ス
一
�
〇
％
で
、
何
と
三
％
も
落
ち
込
ん
だ
。
内
閣
府

の
予
測
能
力
の
欠
如
は
二
〇
一
九
年
十
月
の
再
増
税
に
も
暴
露
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
試
算
に
よ
れ
ば
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
は
二
〇
一
八
年
度
一
�
九
％
、
二
〇
一
九
年
度
二
�
〇
％
、
二
〇
二
〇
年
度
二
�
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
消
費
増
税
で

可
処
分
所
得
が
低
下
し
た
影
響
は
全
く
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
消
費
増
税
の
時
期
が
十
月
だ
か
ら
、
駆
け
込
み
と
反
動
が

打
ち
消
す
な
ど
と
い
う
言
い
訳
は
許
さ
れ
な
い
。
国
民
か
ら
み
れ
ば
政
府
は
増
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
更
な
る
節
約
を
す
る
。
そ
の
結
果
、
消
費
が
更
に
低
迷
し
、
経
済
が
停
滞
、
税
収
減
少
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
伸
び
な
く
な
る
。
政
府
は
前
回
の
消
費
増
税
の
失
敗
を
繰
り
返
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
同
意
す
る
か
。

十
三

答
弁
書
の
六
に
つ
い
て
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
十
七
兆
円
増
加
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
に

は
消
費
増
税
に
よ
っ
て
か
さ
上
げ
さ
れ
た
分
が
十
兆
円
程
度
あ
り
、
さ
ら
に
原
油
価
格
下
落
に
よ
っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た
分

も
除
け
ば
、
二
十
七
兆
円
よ
り
大
幅
に
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
目
標
は
名
目
三
％
成
長
で
あ
り
、
三
年
間
で
は

四
十
五
兆
円
増
加
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
、
客
観
的
に
見
れ
ば
大
失
敗
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

十
四

消
費
税
を
社
会
保
障
の
財
源
と
し
た
こ
と
が
、
失
敗
の
原
因
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
消
費
税
収
ほ
ど
、
景
気
に
左
右
さ

六



れ
る
財
源
は
な
い
。
消
費
税
率
を
八
％
か
ら
十
％
へ
引
き
上
げ
る
時
期
は
、
も
と
も
と
二
〇
一
五
年
十
月
と
決
ま
っ
て
い
た

が
、
景
気
悪
化
が
理
由
で
二
〇
一
七
年
四
月
に
延
期
さ
れ
、
同
じ
理
由
で
さ
ら
に
二
〇
一
九
年
十
月
に
再
延
期
さ
れ
た
し
、

今
後
再
々
延
期
の
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
消
費
税
収
は
、
景
気
が
悪
化
す
れ
ば
税
率
が
変
化
し
、
税
収
が
大
き
く
変
わ

る
。
こ
の
よ
う
な
極
め
て
不
安
定
な
財
源
を
社
会
保
障
の
財
源
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
同
意
す
る
か
。

十
五

現
在
の
中
学
の
公
民
の
検
定
教
科
書
で
は
国
債
が
国
の
借
金
で
あ
り
、
国
民
一
人
当
た
り
巨
額
の
借
金
を
抱
え
て
い
る

こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
、
あ
た
か
も
家
計
で
の
借
金
と
同
じ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
国
債

は
家
計
の
借
金
と
は
全
く
異
な
る
面
も
あ
る
。

�

日
銀
が
刷
っ
た
お
金
で
国
債
を
買
い
取
る
こ
と
が
で
き
、
償
還
期
限
が
来
る
た
び
に
借
換
債
を
発
行
す
る
と
す
れ
ば
、

政
府
は
返
済
の
必
要
が
な
い
。

�

世
界
の
多
く
の
国
で
は
国
の
借
金
は
増
え
続
け
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
増
え
て
い
て
、
そ
の
比
が
一
定
の
値
以
下
な
ら

借
金
が
い
く
ら
増
え
て
も
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
も
大
き
く
異
な
る
。

従
っ
て
、
国
債＝

国
の
借
金＝

悪
と
い
う
説
明
は
正
し
く
な
い
。
こ
う
い
っ
た
捉
え
方
を
し
て
い
る
限
り
、
緊
縮
財
政＝

善
、
積
極
財
政＝

悪
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
日
本
は
永
遠
に
デ
フ
レ
地
獄
か
ら
抜
け
ら
れ
な
く
な
る
と
思
う
が
同
意
す
る

七



か
。

右
質
問
す
る
。

八


